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北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設（第２期）の一部操業開始等について 

弊社北九州事業所においては、昨年１０月以来、第２期処理施設の試運転を実施しており

ますが、真空加熱分離設備及び液処理設備について試運転が終了しましたので、本年６月よ

り操業を開始します。また、これと併せて実施していた第１期処理施設の処理能力増強工事

及び試運転も終了しましたので高圧トランス・コンデンサ等の処理を再開します。 

１．北九州事業所では、第２期処理施設の建設に伴うプラントの試運転を実施していました

が、下記の設備について試運転が終了し、北九州市に特別管理産業廃棄物処分業許可の変

更届出を行い、平成２１年５月２１日付けで手続きが完了しました。 

（１） 第１期処理施設 液処理設備（能力変更） 

従来の液処理能力 0.5t/日（ＰＣＢ油量）を 1.0t/日（同）に増強。 

（２） 第２期処理施設 真空加熱分離設備（施設追加） 

（３） 第２期処理施設 液処理設備（施設追加） 

液処理能力 0.5t/日（ＰＣＢ油量）の設備を新設。 

これにより第１期処理施設と合計で 1.5t/日（ＰＣＢ油量）の液処理能力となります。

 

２．これを受けて、上記設備について平成２１年６月より操業を開始します。 

 

３．なお、第２期処理施設のうち安定器等ＰＣＢ汚染物の処理を行うプラズマ溶融分解設備

については、間もなく試運転を終了し、北九州市から変更許可を受けた後、運転を開始する

予定です。 
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